
 

 

別記第７号様式（第１５条関係） 
 

平 成２７年 度 電 源 立 地 地 域 対 策 交 付 金 事 業 評 価 報 告 書 
 
                                                                                                           平成２７年１２月１４日 
 
 
 北海道知事 高 橋 はるみ 様 

 
 
                                                                                     住      所  勇払郡むかわ町美幸２丁目８８番地 
                                                                                     市 町 村 の 名 称  むかわ町 

及びその長の氏名  むかわ町長 竹 中 喜 之  印 
 

 
 
 
 平成２７年７月３０日付け環エネ第９４９号をもって交付の決定の通知を受けた電源立地地域対策交付金に係る交付金事業の成果の評価について、北海道 
 
電源立地地域対策交付金等交付要綱第１５条第３項の規定により、別紙のとおり報告します。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

(注) (1) 別紙は次の事業評価総括表及び事業評価個表の様式によること。 
     (2) 用紙の大きさは、日本工業規格に定めるＡ４とし、横位置とすること。 



 

 

 

別 紙  

 
  Ⅰ．事業評価総括表 
                                                                （単位：円） 

番 号 措  置  名 交付金事業の名称 
交付金事業者名又は 
間接交付金事業者名 

交付金事業に 
要した経費   

交付金充当額 備 考 

 公共用施設に係る 

整備、維持補修又 

は維持運営等措置 

市街西２条通り線道路整備 
 
事業 

 

 むかわ町 

 

１５，８１１，２００ 

 

８，７９０，０００ 

 

  (注) 事業が２つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。 
 
 
 
 

 
 



 

 

  Ⅱ．事業評価個表 

番   号 措    置    名 交  付  金  事  業  名 

 公共用施設に係る整備、維持補修又は維持運営等 

措置 
市街西２条通り線道路整備事業 

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 むかわ町 

交 付 金 事 業 実 施 場 所             勇払郡むかわ町穂別 

交 付 金 事 業 の 概 要             

 歩車道分離がされていない本道路は、学校給食事業の実施に伴い、給食センターが穂別小学校に併設されることとなり、穂別
地区他校への給食配送、給食食材の搬出入による大型車輌の交通量が増加するため、交通安全上の対策が急務となっている。こ
のため、本道路を改良舗装することで、穂別小学校通学者及び給食センター搬出入車両等の安全を確保する。 

（アスファルト舗装 道路整備延長L=102ｍ 幅員4.0ｍ＋1.5ｍ 排水工L=81m） 

総  事  業  費             １５，８１１，２００ 円 

交 付 金 充 当 額            ８，７９０，０００ 円 

  うち文部科学省分  

  うち経済産業省分            ８，７９０，０００ 円 

交付金事業の成果及び評価 

 穂別小学校近郊における交通安全対策が強化され、同校通学者及び給食センター搬出入車両等の安全確保、利便性の向上が見
込まれる。 

・穂別高校通学者→生徒48人、職員16人 

・中谷総業株式会社通勤者→職員22人 

・穂別給食センター→職員20人 ※トラック10台/日、食材搬入10台/日 

交付金事業の実施に伴い締結された売買、賃借、請負その他の契約 

 契 約 の 目 的           契 約 の 方 法           契 約 の 相 手 方 契 約 金 額           

市街西２条通り線道路整備工事 指名競争入札 有限会社 ササキ産業 １５，８１１，２００ 円 

成果及び評価に係る第三者機関の活用の有無 

 

 本事業に来年度以降も交付金を充当する場合の本事業に係る基本的な考え方 

 

交付金事業の成果の再評価を行う場合の予定年度  

  (備考) (1) 事業ごとに作成すること。 
         (2) 番号の欄には、事業評価総括表における番号欄に対応した数を記入すること。 
         (3) 交付金事業の成果及び評価の欄には、進捗度、利用量並びに効果等を出来る限り数値を用いて記載すること。 
         (4) 契約の方法の欄には、一般競争入札、指名競争入札、随意契約の別を記載すること。 
         (5) 成果及び評価に係る第三者機関の活用の有無の欄については、第三者機関を活用した場合にあっては、第三者機関の名称及び構成員等を記載すること。 
         (6) 本事業に来年度以降も交付金を充当する場合の本事業に係る基本的な考え方の欄については、来年度以降の本事業の事業の見通し等について記載すること。 


